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第 235 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『生きがい』 〜 『もしかすると この時のため』 〜 

 

2024年2月5日、東京都東久留米市の自由学園初等部（教頭 稲村祐子先生の企画）での【特

別講演＆映画会】に赴いた。 自由学園は、『羽仁もと子』(1873-1957)夫妻によて、1921

年開設されている。 『羽仁もと子』は、婦人之友社の創立者でもある。『羽仁もと子記念

がん哲学外来』が開設される予感がする。 

 

6年生と保護者が参加されドキュメンタリー映画『がんと生きる言葉の処方箋』(画像）が上

映された。 熱心に真摯に観覧されている生徒と保護者の姿には大いに感動した。 筆者は、

その後、講演した。 本当に有意義な時であった。 早速【今日は雪の中、ありがとうござい

ました。本当に素晴らしい講演で、子どもたちも、それぞれ感じたことがあったと思います。】

との心温まるメールを頂いた。 

 

今回、映画の協力プロデユーサーの高瀬政広氏も参加されていた。 帰りは、大雪であった。 

早速、高瀬政広氏から【樋野先生 本日は雪の中でしたが、自由学園初等部6年生のがん教育、

ありがとうございました。 今後も このような講座の開催が 拡がりますこと期待していま

す。】との励ましのメールと『雪の自由学園での写真』（画像）を送って頂いた。 だただ

た感謝である。 

 

【神谷美恵子(1914 - 1979）の父、前田多門(1884-1962）が国際労働機関の政府代表として任

命され、スイス、ジュネーブに転居。 --- 1926 年秋、父の仕事の任務が終わり、日本に帰

国。 ――  帰国後に選んだ学校は自由学園でした。】とのメールが 京都在住の『神谷美恵

子』研究者の田中真美先生から届いた。  

 

前田多門の仲人は新渡戸稲造(1862-1933）であった。 前田多門は、内村鑑三(1861-1930）

の主宰する『柏会』に属していた。 神谷美恵子が 3歳の時に、新渡戸稲造は 膝に抱いてあ

やしている。 神谷美恵子は、『一生の思い出であった』と語っている。 神谷美恵子は 43

歳でがんになり、生きがいを求めて 『ハンセン氏病施設の長島愛生園』で精神科医として

勤めた。 そして『生きがい』を出版した。 まさに『もしかすると この時のため』（エス

テル記 4章 14 節）であろう！ 

 

 



  2/3 

 

 

 

  



  3/3 

 

 

 

 

 

 

 

 


